
◇
第
三
巻
第
四
号
（
昭
和
十
五
年　

四
月
号
）

『
国
語
教
育
誌
』
の
書
誌
と
記
載
内
容
概
要
（
五
）



巻
頭
言

国
民
学
校
案
所
感
㈠
（
藤
村
作
）

文
学
的
と
い
う
批
難
に
つ
い
て
（
輿
水
実
）

漢
字
の
読
み
を
決
定
す
る
も
の
（
白
石
大
二
）

芭
蕉
の
基
本
的
体
勢
（
山
本
善
太
郎
）

古
典
的
時
間
（
長
谷
川
鉱
平
）



◇
第
三
巻
第
五
号
（
昭
和
十
五
年　

五
月
号
）



巻
頭
言

書
方
と
習
字―

国
民
学
校
案
所
感
㈡―

（
藤
村
作
）

解
釈
を
学
問
的
に
す
る
た
め
に
（
風
巻
景
次
郎
）

国
語
の
所
謂
科
学
的
研
究
（
今
泉
忠
義
）

会
員
の
頁

今

泉
運
平

大
久
保
正
太
郎

小
学
校
の
発
音
教
育
（
中
里
政
一
）

新
刊
紹
介

久
松
潜
一『
万
葉
集
』（
日
本
評
論
社
）
中
島
文
雄『
意

味
論―

文
法
の
原
理―

』（
研
究
社
）

◇
第
三
巻
第
六
号
（
昭
和
十
五
年　

六
月
）



巻
頭
言

注
目
す
べ
き
提
言
（
西
尾
実
）

科
学
的
と
云
ふ
こ
と
（
小
松
攝
郎
）

最
近
の
感
想
（
波
多
野
完
治
）



第
二
回
国
語
教
育
学
会
夏
期
講
座

藤
村
作

橋
本
進
吉

東
條
操

金
田
一
京
助

久
松
潜
一

波
多
野
完
治

提
案
者
と
し
て
の
所
感
（
梅
根
悟
）

◇
第
三
巻
第
七
号
（
昭
和
十
五
年　

七
月
）



国
語
調
査
審
議
機
関
の
設
置
は
ど
う
な
る
か
（
藤
村
作
）

国
語
教
育
の
科
学
的
建
設
（
青
木
誠
四
郎
）

国
語
講
読
の
実
地
と
研
究

浅
野
信

西
尾
実

石
井
庄
司

澤
登
哲
一

岡
山
昇
三
郎

稲
葉
和
三
郎

奥
田
勝
利

山
本
善
太
郎

白
石
大
二

鈴
木
春
順

大
久
保
正
太
郎

藍
俊
治

杉

野
祐
毅

中
田
信

飯
島
克
己

中
谷
康
郎

小
澤
正

人

藤
原
ま
さ
子



◇
第
三
巻
第
八
号
（
昭
和
十
五
年　

八
月
）



巻
頭
言

北
京
に
日
系
大
学
を
創
設
せ
よ
（
藤
村
作
）

国
文
学
と
新
体
制
（
久
松
潜
一
）

学
、
行
、
場
（
能
勢
朝
次
）

夏
期
講
座
の
感
想

伊
佐
治

光
雄

澤
田
辰
一



大
和
久
一
枝

上
野
勇

篠
崎
徳
太
郎

峯
田
儀

右
衛
門宮

下
四
郎

児
童
文
学
史
研
究
ノ
ー
ト
㈠
（
菅
忠
道
）

◇
第
三
巻
第
九
号
（
昭
和
十
五
年　

九
月
）



巻
頭
言

国
民
学
校
案
実
施
の
備
へ
（
西
尾
実
）

日
常
の
国
語
（
安
藤
正
次
）

ネ
ズ
ミ
ノ
ヨ
メ
イ
リ
（
白
石
大
二
）

絵
本
の
文
章
に
つ
い
て
（
佐
伯
郁
郎
）



児
童
文
学
史
研
究
ノ
ー
ト
㈡
（
菅
忠
道
）

新
刊
紹
介

久
松
潜
一
『
万
葉
集
』（
日

本
評
論
社
）

波
多
野
完
治
『
児

童
心
性
論
』（
賢
文
館
）

山
本
忠
雄
『
文
体
論
』（
賢
文
館
）

西
原
慶
一
『
国
語
の
は
た
ら
く
教
室
』（
晃
文
社
）

山
内
才
治
『
国
民
科
読
方
教
育
』（
賢

文
館
）

◇
第
三
巻
第
十
号
（
昭
和
十
五
年　

十
月
）



巻
頭
言

忠
君
愛
国
を
各
自
の
職
場
か
ら
（
藤
村
作
）

言
語
の
主
体
性
（
大
西
雅
雄
）

話
し
方
教
育
に
於
け
る
標
準
語
と
方
言
（
菊
澤
季
生
）

児
童
文
学
史
研
究
ノ
ー
ト
㈢
（
菅
忠
道
）

敬
語
と
方
言
（
今
泉
忠
義
）

国
語
力
に
関
す
る
一
調
査
（
石
井
庄

司
）



新
刊
紹
介

近
藤
忠
義
編
『
日
本
文
学
入
門
』（
日
本
評
論
社
）

石
黒
修
著
『
日
本
語
の
問
題
』（
修
文
館
）
能
勢
朝
次
著
『
世
阿
弥

十
六
部
集
評
釈（
上
）』（
岩
波
書
店
）

高
木
市
之
助

石
山
徹
郎

長
谷
川
如
是
閑

羽

仁
五
郎

清
水
幾
太
郎

福
田
清
人

◇
第
三
巻
第
十
一
号
（
昭
和
十
五
年
十
一
月
）

巻
頭
言

新
制
度
と
教
育
制
度
の
改
革
（
宮
崎
晴
美
）



官
庁
文
の
か
な
づ
か
ひ
に
つ
い
て
（
塩
田
良
平
）

児
童
文
学
史
研
究
ノ
ー
ト
㈣
（
菅
忠
道
）

国
語
力
の
錬
成
（
篠
崎
徳
太
郎
）

言
語
教
育
の
確
立
（
澤
田
辰
一
）

農
村
に
お
け
る
国
語
教
育
と
環
境
の
問
題
（
國
井
恒
）

新
国
語
教
科
書
に
望
む―

綴
方
教
材
を
読
本
に
併
置
せ
よ―

（
今
泉

運
平
）



◇
第
三
巻
第
十
二
号
（
昭
和
十
五
年
十
二
月
）

巻
頭
言

時
事
偶
感
（
佐
藤
幹
二
）

話
し
方
教
育
の
基
本
問
題
（
石
井
庄
司
）



話
し
方
指
導
法
試
案
（
原
勝
）

昭
和
十
五
年
国
語
教
育
界
の
展
望
と
批
判
（
輿
水
実
）



児
童
文
学
史
研
究
ノ
ー
ト
㈤
（
菅
忠
道
）

新
刊
紹
介

石
井
庄
司
『
近
代
名
家
俳
句
観
賞
』（
目
黒
書
店
）

滑
川
道
夫
『
国
民
学
校
生
活
国
語
教
育
』（
晃
文
社
）


